
質 疑 ・ 回 答 書 

  令和 3年 6月 1 日 
 

発注番号 03KA-29 件 名 
枚方市総合文化芸術センター別館(旧 メセナひらかた会

館)改修工事（建築工事） 

№ 質 疑 事 項 回         答 

1 

A04 環境配慮改修でｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹付材、施

工調査 分析によるｱｽﾍﾞｽﾄ含有調査 22

か所とありますが、どの部分でしょうかご

指示ください 

床シート、壁ボード等で 22 箇所を想定してい

ますが、受注者の事前調査段階で監督員との

協議により決定します。 

2 

A04 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有吹付材除去で塗膜撤去フ

ロー剥離剤使用除去になっていますが、

A24 ではﾃﾞｨｽｸｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ工法と記載がり

ます。どちらでもよろしいですか 

集じん装置付きディスクグラインダーケレン

工法(湿式)を正とします。 

3 
屋上部分館銘板撤去後の補修は、水洗の上 

取付金物撤去シーリング等でよろしいで 

しょうかご指示ください 

撤去後、シーリングの上樹脂モルタルにて補

修とします。 

4 
A15 4 階倉庫（7）は改修の表記になって

いますが、仕上げ表他に記載がありません

ご指示ください 

仕上は化粧石こうボード(トラバーチン)t9.0

とします。 

5 
A08 4 階クローク、第 1・第 2 和室雑巾摺

撤去とありますが、A59 床既設のままなの

で撤去必要でしょうかご指示ください 
A59 を正としてください。 

6 
A22 映写室間仕切り壁軽鉄下地とあります

が、A65 では、ｺﾝｸﾘｰﾄ下地の表記になって

います。ご指示ください。 
A65 を正としてください。 

7 

A21・22 特記なき間仕切り壁、外部壁面は

ｺﾝｸﾘｰﾄ下地と考えてよろしいですか？その

場合 GB-R 撤去は既存 GL 工法、新設 GL 工

法と考えてよろしいですか 

既存建具に関係する壁面は GL 工法としてくだ

さい。 

8 

3F 客席の階段閉塞天板が A56 ケイカル板

ｔ8 ですが A109 では、化粧ケイカル板ｔ6

となっていますが、どちらを正といたしま

すか 

A56 を正としてください。 

9 

メセナホール天井内のグラスウールが 
A07 仕上げ表では 40 ㎏/㎥ですが、A-79 で

は 64 ㎏/㎥となっていますが、どちらを正

といたしますか 

A79 を正としてください。 

10 
第三駐車場の資材スペースだけでは足りな

いのですが、一部搬出入時のみ建物横のス

ペースを使用可能でしょうか。 

使用の可否、時期等については駐車場工事の

状況により、監督員との協議により決定しま

す。 

11 
工事期間中、会館の使用はあるのでしょう

か。それとも、休館でしょうか。 
10 月から休館を予定していますが、事務所等

を関係者が使用することがあります。 

12 

もし、会館の使用がある場合は、工事範囲

の仮囲いが必要でしょうか。 
必要な場合は、範囲をご指示下さい。 

館内の仮囲いについては不要と考えています

が、事務所を使用する関係者の安全を配慮し

た仮設計画としてください。 



13 
天井の梁の補強は、メセナホールの部分だ 

けと考えてよろしでしょうか。 
S05～08 をご参照ください。 

14 
天井の梁の補強のため、棚足場を設置する

事でよろしいでしょうか。 
よろしいです。 

15 
梁の補強を行う高さは、床から天井まで、

どれ位の高さになりますでしょうか。 
A37 を正としてください。 

16 
別工事の駐車場工事は、いつまででしょう

か。 
工期末は 11 月 17 日を予定しています。 
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